
愛媛県立松山東高等学校通信制課程
　学校番号(20）

領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策

グ

ラ

デ
ュ

エ
ー

シ
ョ

ン

・

ポ

リ

シ
ー

グラデュエーション・ポリシーに沿って生徒が成長して
いると感じる教職員の割合７割以上

A
　生徒の多様なニーズに対応する学校とし
て、一人一人の目標に応じた学びをサポート
できるよう努める。

１　生徒が自学自習しやすい設問を心掛け、生徒の学習
に対する欲求を満足させる報告課題を作成する。

B
　生徒が興味を持ち、思考することができる
問題を出題するなど、生徒の学習意欲を高め
る工夫をする。

２　報告課題の誤答に対し、正確な解答と具体的な解説
を示す。

B

　正答を導き出すために、手順を踏んだ解説
を記入したり、より詳しい解説プリントを作
成したりすることにより、自学自習を助ける
ようにする。

３　生徒が意欲的に取り組めるよう、添削所見に工夫を
凝らし、３行以上の丁寧なコメントを記入する。

A

　意欲をなくし、途中で諦める生徒を減らす
ために、励ましの言葉がけを行うとともに、
合格までの道筋が見えるような添削を行うよ
うにする。

１　ＩＣＴ機器の活用８割を目指し、生徒に分かりやす
い授業を目指す。

A
　研修だけでなく、教員同士の情報交換を通
して、教員の更なる技能向上を目指し、生徒
に還元できるようにする。

２　面接指導におけるルールやマナーを徹底し、生徒が
安心して学べる学習環境を維持する。

A
　新校へ移転することで学習環境が変化す
る。配慮が必要な生徒の安全安心な学習環境
維持については、特に注意を払う。

３　授業力向上のため、年間２科目以上の相互授業参観
（全日制も含む）を行う。
　　Ａ：４科目以上、Ｂ：３科目、Ｃ：２科目、Ｄ：1科目、
　　 Ｅ：参観せず

B

　通信制の研究授業に限らず、校内外で授業
改善を図れる機会に参加する。また、教科の
枠を超えた授業参観の機会が増えるよう努め
る。

１　学習進度表を個別に作成し、面接指導への出席時間
数や報告課題の提出状況を月に１度生徒に知らせる。

A

　面接指導への出席時間数や報告課題の提出
状況を常に確認し、生徒の状況を把握する。
学習状況についての問合せにも適切に対応
し、生徒の学びを支援する。

２　年間の受講計画を個別で作成し、卒業までの学習計
画を行う。

A

　引き続き、相互点検を注意深く行う。ま
た、担任の意見を参考にマニュアルの内容を
見直し、個々の生徒に最適な受講計画を提供
できるよう努める。
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※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

　通信制の研究授業にほとんどの教員が参
加し、活発な授業研究会が行えた。また、
全日制の研究授業等にも参加し、教科指導
力向上に努めた教員が増加している。

生徒の学びを支援する学
習進度表の作成や受講計
画指導の実践

　全ての教員が、学習進度表をきちんと作
成することができた。面接指導への出席時
間数や報告課題の提出状況の問合せには、
必要に応じて助言を添えている。
　相互点検を注意深く行い、個々の生徒に
とって最適な受講計画を提供できた。新校
への移転に伴い、マニュアルの内容を見直
した。

　教科書と学習書をよく読めば解ける問題
と、思考力・表現力を養う問題とのバラン
スを考えて作成している教員が多かった。

　取組が不十分な報告課題には、具体的な
手掛かりを書き添えたり、分かりやすいヒ
ントを示したりして、再提出に向けた学習
へのきっかけを与えることができた。
　自学自習の取組に改善が見られない生徒
に対して、意欲を起こさせるコメントを記
入するなど、特に手厚い支援を行うことが
できた。

生徒の学びを深める報告
課題の作成と添削指導の
実践

目標の達成状況評価項目

生徒の学びを充実させる
面接指導の実践

　授業や学校行事などで、ＩＣＴ機器を利
用する教員が増えた。日常的にＩＣＴ機器
やコンテンツに触れる機会が増えている。

　指導の際は、その都度、生徒に声掛けを
行うよう努めた。適切にコミュニケーショ
ンを図り、生徒が安心して学べる学習環境
を維持することができた。

グラデュエーション・ポ
リシーの達成

　生徒の成長を感じる教職員の割合が９割
を超えていた。学習や学校行事への取組状
況から成長を感じることができていた。

令　和　７　年　度　　自　己　評　価　表

グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針） カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成及び実施に関する方針）

○「ひとりじゃないんだ　がんばろう」を合言葉に、自ら学び自ら考える力を育成し
ます。
○温かい声掛けを通じて、自分も他人も大切にすることのできる、豊かな心を育成し
ます。
○基礎学力やコミュニケーション能力など、社会で生きるために必要な力を育成しま
す。

○多様な生徒の適性や興味・関心に合わせた科目選択ができる教育課程を編成します。
○生徒が自学自習しやすい報告課題(レポート)を作成し、丁寧な添削所見で生徒の学びを深
めます。
○思考力・判断力・表現力の獲得を目指して、学びを充実させる丁寧な面接指導（スクーリン
グ）を行います。
○生徒相互の絆の深まりと、コミュニケーション能力の向上を目指して、運動会や遠足、生活
体験発表大会など、特別活動の時間の充実を図ります。



領域 具体的目標 評価 次年度の改善方策

１　生徒会活動は、全生徒をもって組織することを意識
付け、役員が計画・運営しやすいような環境づくりを目
指す。

A

　生徒会活動が全生徒の協力のもとに成立し
ていることを意識させ、自主的に学校行事を
企画・運営し、充実した学校生活づくりを目
指す。

２　特別活動の内容を充実させ運営を工夫し、学校行事
の参加者を増やし充実感を高める。

A
　学校行事やホームルーム活動の内容を生徒
の実態に合わせることで、参加者を増やし、
充実感が得られる活動になるよう努める。

３　サークル活動を積極的に奨励し、加入率を高めると
ともに、大会等を目指し活動内容の充実を図り、加入率
を上げる。

B

　年間６回という少ない活動回数ではある
が、サークル活動について友垣通信や生徒会
報「ふれあい」等で周知し、加入率が15％に
なるよう努める。

１　職員全員によるチェック体制を強化し、より分かり
やすく工夫された内容の友垣通信を発信する。

A

　必要事項が、より適切に伝わる内容になる
ことを目指す。学校行事の予定・報告を工夫
し、行事への参加を促せる記事になるよう努
める。

２　友垣通信と掲示板・ホームページ(１日300件以上の
閲覧を目標)の内容を関連付け、総合的で魅力的な情報
提供に努める。

B
　魅力的な情報提供に努める。また、新校へ
の移行に伴い、関係者が戸惑うことがないよ
う、適宜、最新の情報を提供する。

１　通教生活を送るうえで、ふさわしい態度やマナーを
身に付けられるように、支援や指導に努める。（授業
中、学習室の利用など）

B
　生徒に対する指導を全教職員が等しく行う
ことで、通教生活を送るうえで、ふさわしい
態度やマナーを身に付けさせる。

２　立ち番や校内外の巡視によって生徒の様子を把握
し、安心・安全な環境づくりに努める。

B
　生徒への温かい声掛けを継続することで生
徒の様子を把握し、新校でも安心して学校生
活が送れるように支援する。

３　進路に関するホームルーム活動の出席率を全校生徒
の50%以上にする。
　　Ａ:50%以上、Ｂ:40%～、Ｃ:30%～、Ｄ:20%～、Ｅ:20%未満

A

　学習段階（年次）に合わせた講座を開設している。
進学希望の生徒が増加傾向にあるため、ニーズに合わ
せて、一層、内容の充実を図る。また、次年度も外部
講師による講座を積極的に取り入れる。

４　自己管理により、心身ともに健康な体をつくるとと
もに、健康への意識高揚を図るために、入学生の健康診
断受診率を90％以上を目指す。
　　Ａ:90%以上、Ｂ:80%～、Ｃ:70%～、Ｄ:60%～、Ｅ:50%未満

A
　入学時に健康診断の必要性を説明し、健康
への意識高揚を図る。全員が受診するように
呼びかける。

５　温かい声掛けやスクールカウンセラーの活用を通じ
て、教育相談の充実等を図り、相談しやすい環境づくり
に努める。

B
　相談できる環境の需要は高まっている。新
校では、掲示や配布物等で生徒がより気軽に
相談しやすい環境づくりに努める。

１　ＩＣＴ活用能力の向上を図り、業務の効率化に取り
組む。

B
　通信制の仕組みに対応できるシステムの構
築に向けて、継続的な検討に努めたい。改善
への見直しには積極的に協力する。

２　ワークアズライフの考え方で、働きがいのある職場
づくりに努める。

B
　引き続き、教職員にとって、明るく楽しい
職場、活気ある職場の雰囲気づくりに努め
る。

業
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改
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評価項目 目標の達成状況

　進路に関するホームルーム活動は、前期に２
回、後期に１回行っている。３回の参加人数の
合計は、全校生徒478名中262名（55％）であっ
た。昨年（50％）と比べて上昇した。

　入学生の健康診断受診率は、91％（156／171名）で
あった。依然として生徒の意識の高さを感じた。二次
検査を必要とする生徒は、適宜、再検査の呼びかけを
したことで、ほぼ全員が受診した。

適切な勤務時間を遵守す
るための業務分担の実践

　システム化に慣れてきて、効率化が図ら
れている。一方で、システム化しにくい通
信制の業務への対応に課題が残った。

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。
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生徒相互の絆を深めるた
めの特別活動等の活性化

　月例会では、役員同士の意見を行事運営
に反映することができた。また、各行事で
は、役員全員が計画や運営に関わることが
できた。

　特別活動の内容を吟味し、生徒が自ら取
り組み、自己達成感を感じられる行事を増
やしたため、例年より参加者が増加した。

　加入率は、体育系で昨年10％（57／545名）が今年
度11％（54／495名）に、文化系で昨年５％（29／545
名）が今年度４％（20／495名）であった。全国大会
には、体育系１種目で２名が出場した。

学校との絆を深める友垣
通信等の充実

　教職員全員で２回以上の確認を行い、正しい
情報提供ができた。活動報告の充実を目指し、
内容の精選ができた。閉課程にあたり、３月号
に歴史を振り返る記事を掲載予定である。

　学校生活が分かる内容、新校に関する内
容を中心に情報を掲載した。関係者が知り
たい情報を掲載するよう心掛けた。

「来てよかった学校」
 づくりの実践

　教員から率先して挨拶することなど具体的な
指導を行うことで、基本的な生活習慣が確立さ
れつつある。通教生活に対する生徒の意識の向
上が図られた。

　年々生徒の実態は多様化しているが、面
談や声掛けにより、校内外での生徒の様子
を把握し、安心して学校生活を送る環境を
つくることができた。

　時差出勤やテレワーク等も活用しなが
ら、働きやすい、休暇の取りやすい環境づ
くりに取り組むことができた。

　ＳＣ相談については、若干増えている。
相談しやすい環境が整っていることを周知
し、教育相談の充実を図った。


